
























































































































































































































































































































































































































































































































30％ CLUB Japan 副議長、ニューヨー
ク・メロン銀行在日代表 
私たちは最近、30% Clubのウェブサイ
ト内で「Japan」のサイトを立ち上げまし
た。
30% Clubとは2010年に英国のいくつか
の企業が、目標となる割当人数のようなも
のを設定すれば、女性の企業リーダーの数
を増やす動きを前進させる方法になるかも
しれないと考えて始めたものです。ご存知
の通り、企業を代表している女性は全世界
を通してまだとても少なく、英国ではとて
も具体的な目標への取り組みがなされまし
た。彼らは30% Clubを自称し、必須では
ありませんが一定の期間内に女性リーダー
を 30%にすることを全体の目標としまし
た。 30%に設定した理由は、どのような
役員会や運営組織でも、投票に直接的に影
響をもつ割合は約30%と考えられることが
多いためです。このクラブの特徴はCEO
や会長など、企業トップの個人のみがメン
バーになれることです。英国有数の大企業
の代表が何人か集まって、最初にこの取り
組みを確立しました。その後、30% Club
は日本を含む 14の異なる国々に広がって
います。目標は企業の取締役会に女性の代
表者を増やすよう奨励、説得することで
す。私は30% Clubのメンバーで、アドバ
イザリーボードのメンバーとして、インベ
スターグループの責任者です。このグルー
プのメンバーは他の企業の投資家でもあ
り、自分自身の属する取締役会の女性代表
比率を高めるだけでなく、投資先企業にも
影響を及ぼすことが求められています。私
たちの目標は機関投資家のベストプラク
ティスを確立することです。そうすれば機
関投資家が投資先の企業の取締役会に影響
を及ぼすことができます。このようにイン
ベスターグループのメンバーの影響は、自
分自身の会社の範囲を大きく超えて 市場
に広がっていきます。その目的のために、
このグループのメンバーシップの仕組みは
ユニークなものになっています。インベス
ターグループのメンバーは個人ではなく企
業なので、CEOまたは会長が交代した場
合でも、その企業はメンバーとして残り、
新しい代表者、その企業の新しい社長や会
長が自動的にメンバーシップを継承しま
す。
話を終える前に、あと二つ、お伝えした
いことがあります。ひとつは、メイルアラ
イズ（Male Allies：女性活躍に対する男性
の支持者）の重要性についてです。取締役
会の女性代表者を増やすという目標は、職
場での女性の役割を増やすことになり、女
性のみならず、パフォーマンスや経済発展
を気にかける人たち全員で責任を負ってい
く必要があります。労働者から最大の力を
引き出し、すべての働き手が全力を尽く
し、進歩のために最大限の力を発揮できる
ようにすれば、女性だけでなく男性も含
め、経済界全体に利益をもたらすことにな
ります。女性活躍のプロジェクトは女性だ
けがやるのではなく、私たち全員でカル
チャーを変える必要があると思います。し
かし、文化的な面やその他の理由から、最
高のものはまだ生み出されておらす、改善
の余地があります。そこで私たちは労働力
全般に女性の参加を増やすだけでなく、特
にリーダーシップの地位に女性を増やそう
としています。私はここ東京でニューヨー
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ク・メロン銀行の代表を務めています。私
たちの銀行では全体の従業員の55%が女性
で、労働力という点ではすでに半数以上が
女性になっています。ところが、中間管理
職㆑ベルになると女性はわずか36%、上級
管理職の地位ではたった 15%、代表者も
15% にすぎません。ですから上級㆑ベル
への女性参画を増やすために、私たちには
まだするべき仕事がたくさんあります。私
たちはクオーターという考えは支持してい
ません。資格のない人にただリーダーシッ
プの地位を与えることは考えておらず、そ
れが目標ではありません。私たちの目標
は、女性が職場においてリーダーシップの
地位につくという機会や望み、意欲や展望
を手にできるようにすることであり、女性
を昇進させるために、より多くの女性を中
間管理職に昇進させ、上級管理職㆑ベルで
仕事をできる資格を備えた、優れた候補者
になるよう訓練しています。ですから時間
の経過とともに有能で適任な女性代表者を
増やしていくことができると確信していま
す。
もうひとつは、世の中の人はよく、なぜ
私たちが女性の代表者を増やそうとしてい
るのか、それがビジネスの役に立つのかと
尋ねます。私の会社は投資運用管理も行っ
ており、「ウーマノミクス・ファンド」を
展開していますが、ビジネスの役に立つと
いう証拠は、ウーマノミクスに投資してい
るファンドの実績に表れています。私たち
の運用しているファンドは運用期間全体で
トピックス・インデックスを上回ってお
り、ジェンダー・ダイバーシティーが実際
に企業の業績に貢献することを実証してい
ます。
坂東眞理子氏
共通したテーマは女性問題だけではなく
て、人間の問題、21世紀の生活の問題で
した。女性にはメイルアライズが必要であ
るということ。21世紀のビジネスと社会
で若い男女にはどんな権利、どんな恩恵、
どんな将来性があるのかをともに考えるこ
とが大切です。21世紀に大切なのは知識
です。脱工業化経済で大切なのは、もう肉
体的な強さではないのです。皆さんは重要
な戦略的パズルを解く必要があり、これは
男性と女性がもっと平等になれる部分で
す。男性も女性も参加でき、大きな将来性
を持っています。
私たちが実際に必要としているのは何
か。フィンランドもスウェーデンも、日本
よりも、米国よりも、ずっとジェンダー平
等に近づいていますが、世界中を見ても完
全なジェンダー平等社会はありません。し
かし、それは世界全体に広がっている強い
価値観であり、実際に文化の変化を伴いま
す。文化の変化は社会だけに当てはまるも
のではありません。企業ごとに、企業の文
化が変わらなくてなりません。 
日本ではなかなか男性の働き方について
女性がこうであるべきだという意見を言う
チャンスはあまりありませんが、若い世代
では、男の人が長時間労働で出世を目指す
ことがいいと思うのかどうかについてもっ
と議論しなければいけないのでないでしょ
うか。女性はちゃんと育児をシェアしてく
れる男性の方が素敵だと言えばきっと彼ら
も変わるのではないかと期待します。い
ずれにしても、今はまだまだ、グッドマ
ザー、グッドワーカーは両立が難しいと思
われていますが、ここは若い世代からこれ
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でいいのかと問いかけていかなければなら
ないのではないかと思います。
今日、皆さんはアメリカ、日本、フィン
ランド、世界中がそのジェンダーイクオリ
ティについていろいろな取り組みをして
いるっていうことが分かったと思います。
SDGsの中でも世界全体が取り組んでいか
なければならない問題です。誰かがやって
くれるというのではなく、あなたがどうい
う選択をするか、どういう意見を言うか、
どういう疑問を呈するか、それがほんの
ちょっとでも世の中を変えていくのです。
